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石浜昌宏先生のご退職にあたって
目に見ても流れる水の暖かさが感じられのどかな春の日がめぐってきて石浜先生が停年で退職されること
になりました。国際学部から「表象文化論」の石浜先生が居られなくなることは教職員にとってたいへん淋
しいことですが、それは先生を恩師として慕う直接教えをうけた学生や卒業生にはどれほどのものか想像も
できないくらいです。学生や卒業生たちは大学に来れば温顔の石浜先生の公私両面にわたった的確で厳しい
アドバイスを聞くことができたからです。
石浜昌宏先生は東京大学文学部の独語独文専攻を卒業後そのまま同じく東京大学大学院を修了されました。
95 年に石浜先生は宇都宮大学の教養部に赴任されて主にドイツ語を担当されました。その頃は宇都宮大
学ではドイツ語は第二外国語として農学部と工学部の学生にとっては必修科目であり、また選択科目であっ
た教育学部でも１００人を超す履修者がいたそうです。石浜先生はそのドイツ語で農学部の学生の担任にな
られて特に畜産（現在の生物生産）開発工学や農芸化学には「よく勉強する学生がいた」といわれます。そ
して先生が受け持ったクラスの中から何人かがドイツに留学したり研修に行ったりしました。そのことは石
浜先生に当時ドイツ語を習った学生たちがもっともよく知っているでしょうし、かれらの生涯忘れられない
記憶となっていることでしょう。石浜先生によれば「現在の英語一辺倒の外国語環境に比べると、まだ旧制
高校的な雰囲気が残っていたのかもしれない」といわれます。
宇都宮大学の大学改組とともに 994 年に教養部がなくなって現在の国際学部ができましたがそこで石浜先
生は「表象文化論」を担当されました。「（表象文化論という科目名の）よく分からない内容が却って自由な
可能性を示したのか、学生はよく勉強してくれた」と石浜先生はいわれます。このように石浜先生の眼はつ
ねに当然のこととはいえ「学生の勉強」に注がれていたわけです。
石浜先生はまた国際学部で「現代社会情報論」や「視聴覚教育メディア論」なども担当されました。この
関連で先生は学生広報部の創設を指導されその立ち上げを実現されました。現在毎年のオープンキャンパス
で国際学部を紹介する DVD を観ていただいていますがそれはこの学生広報部の制作になるものです。その
在学生が学生の視線で直接語りかけるような国際学部紹介は参加した高校生などに国際学部にたいする親し
みを感じていただくのにどれほど貢献していることか誰もが認めています。石浜先生自身その学生広報部に
ついて「学生は大きな成果を挙げてくれた」といわれます。こうして石浜先生は「学生の勉強」だけでなく
いわゆる課外活動においてもいつも学生とともに居られたのです。先生の研究室からジャーナリストが何人
か出たのも不思議ではありません。
学生時代から石浜先生はドイツの作家トーマス・マンについて勉強されその時代背景としてのドイツ現代
史について研究されました。そしてミュンヘン留学時には先生はナチ時代の抵抗運動について資料を調査さ
れそのデータを纏められたりもしました。また日本シュトルム協会の設立者から協力を依頼されて石浜先生
は三十年以上もその幹事を務められました。そして先生がドイツのシュトルム協会の例会に出席した際に「ド
イツ語による論集を出版するよう勧められ共同編集でドイツの出版社から刊行できたのはよかったと思う」
といわれます。それは先生の著書目録にみることができます。しかし石浜先生のご研究について私は何もい
うことができません。
石浜先生はこういわれます。「シュトルム協会での活動といい、表象文化論の指導といい、自分が勉強して
きたものとは相当離れた領域の仕事で、当初旧制高校のドイツ語教師のイメージで想像していた落ち着いた
人生からはますます逸れていくまま定年を迎えたようなものだが、不十分な教育につきあってくれた学生諸
君には感謝している」。
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